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祝福をもたらす神殿参入

フランシス ・W・ ホジソン

育てに，予期せぬ苦労や思いが

子 けない祝福が付 き物であること
は，親ならだれでも承知 しています。

夫 も私 も，親の役割を永遠 の観点か ら

考えるにつけ，その責任の重大さを感

じます。

私 たちには，18歳 か ら30歳 までの子

供がいますが， どの子 も，気質や関心

事が異なっています。さらに，霊的成

長の度合 いも違います。 しかし皆が，

私たちの守 るべ き標準を重んじていま

す。

彼 らの これまでの生活ぶ りに問題が

なかったわけではあ りません。それ ど

ころか，親 として，涙をぬぐった こと

も少な くな く，心を痛めて祈 った こと

もたびたびありました。 それで も私 た

ちは，ほかの多 くの親たちと同様に，

子供たちが伝道や神殿結婚の目標に向

かって何事 もな く進 んで くれるもの と

思い込んでいました。 しかし，すべて

の親たちと同様 に，私たちも， 自分 の

子供が過ちを犯す ごく普通の人間であ

るとい う厳 しい現実を思い知 らされる

ことになりました。

子供たちが10代 になった ころのこと

です。私 たちは，子供 たちには重大な

過ちを犯す危険性が潜んでいると気づ

きました。それに対処す るため，で き

るかぎり手 を尽 くしたつもりだったに

もかかわらず，危険性が消えていない

ことを知った時は，特 に不安に駆 られ

ました。私 たちに， これ以上一体何が

できるで しょうか。私 たちは子育てに

関す る勉強をし，教会 の召 しも熱心に

果 たしました。家庭の夕べ も定期的に

開き，祈 りも欠かしませんでした。に

もかかわらず，親 として失敗するか も

しれないという不安が，折にふれてつ

きまとったのです。

そんな とき私たちは，子供たちが正

しい選択 をするよう助 けるに際 して，

最 も頼 もしい味方を見いだ しました。

それは絶大な効果をもたらしました。

特別 な祝福 となったこの味方 とは，私

たちが主の宮居 に参入 し，主の助 けを

受けるという特権です。子供 たちの成

長に伴い解決のむずか しい問題が持 ち

上がった とき，私たちは神殿 に参入 し，

その具体的 な問題を主のみもとに携 え

て行 くことがで きるのです。

神殿で主 を礼拝するとき，私 たちは

家族に祝福 をもたらす，次 の3つ の段

階を踏 むことに しています。第1に 神

殿での礼拝 のために自分自身を備 えま

す。第2に 実際に神殿 に参入 します。

第3に その神殿参入をさらに神聖な も

の とします。

準備 の段 階は，神殿参入 の前夜か ら

始めます。助 けを必要 としている子供

のために断食 を始 めるのです。 また，

時間の許すかぎり，神殿 に参入するに

先立 って思いや態度 においてふ さわ し

くなるため， また個人的な準備のため

に祈 ります。

神殿に入 ると， まず子供の名前を祈

りの名簿 に加 えます。そ して，ふ さわ

しい場所 で，親 としての役割 や，助 け

を必要 としている子供の ことについて

深 く考 えます。祈 りの輪 の中に加わる

機会があれば， ほかの信仰深い教会員

たち とともに， さらに霊的な力を感 じ

られるで しょう。

儀式が終われば，最後の段階が残 っ

ています。平安 と夕べの静 けさの中で，

神殿 のみたまに満たされなが ら，ふた

りだけになれ る静かな場所 を見つ けま
ささ

す。そこで，祈 りを捧 げ， この神殿参

入 をさらに神聖なものとするのです。

ともに祈 るとき，聖霊がふた りの心を

ひ とつにして くださり，私 たちは，同

じ目標 に目を向けることがで きます。

祈 りを終 える とき，私 たちはいつ も平

安 に満たされます。 このように，断食

と祈 り， そして神殿での礼拝 を通 して

備 えが完了 し，天父か ら託された子育

てについて私 たち夫婦の思いは完全 に

ひ とつ となるのです。その時にもたら

され る崇高な精神 により，私たちは，

ほかの どんな ことをす るよ りも天の力

を豊かに受 けるのです。

す ぐにはっきりと答 えを受けること

もあ りました。答 えが帰って きた時，
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なさい｣と 言い ました。私 は言われた

とお りに弾 きまし鵡 私が演奏を終え

ると彼 がや って来て,｢良 くや った｣

と握手 をして くれました。 その時ふ と

気がつ くと,彼 の手か ら先 ほどまで し

ていた包帯が消えていました。あの包

帯は,私 に演奏させるための口実 だっ

たのです。コンサー ト会場か らの帰 り

道,彼 は電車の中で,私 の演奏につい

て英語 でいろいろ教えて くれ ました。

彼 と私が英語で話 し合 っているのを見

かけて,声 をかけて きたのが,末 日聖

徒イエス･キ リス ト教会の宣教師たち

でした。

オルガ ンの先生 はその宣教師たちに,

｢こ の人があなたた ちの教会 で喜 びが

得られるのなら,喜 びが得 られるよう

にしてあげてほしい｣と 言 ってい まし

た。宣教師たちは日本語で私に｢い い

所があ ります よ｣と,私 の家か ら電車

でひと駅の所にある教会を教えて くれ

ました。1950年7月23日 の ことで した。

当時のMIA(相 互 発達協会)の 集会 に

出席 しました。 そこへ行 くと皆が私 を

歓迎 して,握 手 もして くれ ます。 これ

は,生 まれて初 めての経験でした。 そ

の集会で も少 しピアノを弾 きました。

間違えたり,つ っかえた りしなが ら演

奏 したにもかかわ らず,皆 が拍手 をし

て くれ ました。そんな ことは初めてで

した。 しか も帰 る時,私 の切符 まで買

って くれる人がいたのです。私は｢こ

んな世界があるのか。 これだった らい

つ行って もいいわ｣と 思い ました。そ

れか ら私は毎週教会へ行 きました。そ

して｢も し私がバプテスマ を受 けたら,

いっもこういう扱いをしてもらえるん

だ｣と 思 って,1951年3月24日,私 は

バ.プテスマを受けまし.た。ですか ら私

の場合,バ プテスマを受 けてか ら,ジ

ョセフ･ス ミスの話を聞いて,福 音を

学ぶことになったのです。

私の家 は,父 親があまり働かない も

のですから,と て も貧乏で した。で も

私には,｢皆 の前で拍手 を受 けられる

ような人間にな りたい｣と いう夢があ

りました。私が行 っていた盲学校では,

高校に入 ります と,理 療科 とあんま科,ド

音楽科があ ります。でも,私 が音楽科

に入 るのを皆が反苅 しました。理由は,

お金がかかること,そ して,そ れ まで

伊藤ご家族

芋辱 婦
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人前で演奏がで きるところまで上達 し

た人がいなかったこどで した。先生 を

はじめ皆が反対 したのですが,私 は初

めてMIAに 行 って ピアノを弾いた時

に聞いた拍手の音が,ど うして も耳か

ら消えなかったのです。お金 をどうす

るかなど,何 も考 えずにとにか く音楽

科 に入 りました。

高校 に入 っ.て初めての母 の日に,母

親 にカーネションをプレゼン トしまし

た。当時のお金 で10円 で した。私 は母

親が喜んで くれると思 ってい ました。

でも結果 はその反対で した。｢私 を殺

すんか｣.と 言ってものす ごく怒 るので

す。よ く聞いてみると,花 屋の店員が

間違 えて,赤 ではな く白いカーネーシ

ョンを くれたので した。そのために母

親が｢縁 起で もない｣と 怒 り出したの

です。父親 は少 しで も興奮 して くると,

ご飯 を食べていて も,食 卓 をひっ くり

返 します。そ して,｢ど うして 自分 の

子供 だけが こうなんだ｣と 文句 を言 う

のです。私 はそばでそれを聞いている

わ けですから,そ れはもうたまりませ

ん。 目が見 えない とか,貧 乏 とか,外

的な苦 しみはまだ我慢できます。でも

自分 に一番身近な両親 に否定 される気

持ちは,な ん とも言 えません。だんだ

ん私の気持ちはすさんでい きました。

普通,高 校 は3年 です。 しか し私た

ちは,卒 業するのに5年 かか ります。

卒業する時にな ると,友 達はそれぞれ,

針 治療院な どへ行 って働 くと言います。

しか し私 には,ど うすればいいのか,

何 の当て もあ りませんで した。音楽を

聖徒の道/1993年II月 号

z

続 けるにしても,家 にはピアノがあり

ません。私 は気持 ちばか りが焦 り,だ

んだん思い詰めてい きました。

ある日私 は心の中で｢も うこの家 と

もお別れだ。父にも母 にも,も う会 う

ことはない｣と 決意 して,寂 しく家を

出ました。天王子か ら南紀 白浜へ向け

て電車 に乗 り,ち ょうど鉄橋 にさしか

かる音 を聞いた時,私 は窓 を開けて,

自分の体を窓の外に出そ うとしました。

その瞬間,ち ょうど回って来た車掌に

首ねっこを捕 まえられ,｢何 す るんや｣

と電車 の中に引 き戻 されました。それ

か ら車掌室 に連れて行かれ,こ ん こん

と諭され ま.した。そうするうちに,だ

んだんと自分で も目が覚 めてきました。

自分 .は教会 に入 って神様 を知 り,祈 っ

た こともあったのに,何 ということを.
あかし

したのだろうと,信 仰 と証が よみが え

ってきました。:車掌は'｢も し君が この

まま帰 るんだったら,帰 してあげます。

で も私 に反抗するんだった.ら,警 察へ

出 します｣と 言 いました。私は｢も う

帰 ります｣と 約束 し,お わびをして帰

りました。

この時には,熱 心に祈 ったことを覚

えています。 どうして自分 はこうい う

ことになつて しまったのか。両親が ど

うあれ,友 達が どうあれ,一 体 自分は

何のために音楽の道に入ったのか。 こ

の ことをもう一度考え直 してみました。

家 にはピアノがな くても,学 校 のピァ

ノを弾かせて もらえるように交渉する

ことか ら始めてみようと思いました。

｢死 んだ つ も りでやれ ば何 で もで き

る。｣私 はこれ を試 してみよ うと決心

しました。

2,'3年 たって,現 在 の妻 と結婚 し

ました。それからもピアノを続け,や

がて人前で演奏する機会 も増 えてきま

した。

ある時,私 は系図を出そ うしました

が,ど うして も父親 の出身地である福

井 に住む伯父に手紙 を書いて尋ねない

とわか らない ことがあ りました。私が

点字で書いて,妻 にか なを振ってもら

う形で手紙 を出しました。伯父は,伊

藤清 という人 間はもう死 んだと思って

い ましたか ら,大 変びっくりしました。

それから10年 ほどたった時,私 たち

のワー ド部か ら伝道 に出て,福 井で働
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主の恵みと愛に感謝して

祈りは聞き届けられました

広島ステーキ部徳山ワード部 松重光治

会堂の土地購入の契約に立ち会

教 っていたケン ト･ギ ルバ ー ト兄
弟を迎 えて,1990年12月12日 の夜,徳

山ワー ド部でファイヤサイ ドが開かれ

ました。100人 を越 える熱気の中で,

長年の夢が実現 したかのように,教 会

員一同互いに喜び合い ました。 しかし,

それか ら献堂式を迎 えるまでの2年 間

には,幾 多の困難があ りました。
せいさん

建築許可を受けるためには,聖 餐会

平均出席者数が一定数に達している必

要があるのですが,土 地購入の時点で

はまだその条件を満たしていませんで

した。早速,神 権定員会や扶助協会の

兄弟姉妹がお休み会員を訪問し,活 発

化を図りました。監督として,私 は家

族の協力を得て,月 曜日と土曜日を除

き,お 休み会員のお宅 を訪問するよう

に しました。 ある兄弟 は,｢教 会堂 が

で きることはすばらしいですね｣と 言

って,時 折 出席されるようになりまし

た。 また,あ る中学生 の兄弟 は,校 庭

を掃除している時,学 校 を訪問 された

定員会 の兄弟 に声 をかけられ,再 び活

発 に集われ るようにな りました。

出席者 は徐々に増 してい きましたが,

3カ 月が過 ぎても目標人数 まで10人 も

足 りません。懸命 に働 く会員 の間に不

安が広が りました。そのような時,主

は会員の祈 りにこたえられ,祝 福 を く

ださい ました。4月 に2家 族7人 の転

入があったのです。監督 として転入が

あればと願 っていただけに,主 の恵み

に心か ら感謝 しました。

けれ ども,そ れか らも仕事の都合や

病のために出席者数が減ることもあ り,

目標 の人数 に達す るのは容易ではあ り

ませんで した。四半期 ごとの活動報告

書の時期が近づ くと,安 息 日の朝,そ

の日必要な出席者の数 を祈 り求め,断

食 して教会へ行 くことが多 くな りまし

た。そのようなある日,祈 り求めた人

数にふた り足 りないので,主 にふた り

の人 を送 って くださるようお願 いす る

と,間 もな くふた りの方が出席 され,祈

りが聞 き届 けられたことがあ りました。

こうして建築の条件 は満たされた と

会員一同安心していた時期に,ス テー

キ部長か ら出席者の数が じゅうぶんで

はないと連絡があ り,大 きな ショック

を受 けました。報告 の期 日が迫ってお

り,無 理 のように思えたのです。 しか

し,最 善 を尽 くそうと思い,定 員会 と

扶助協会 に連絡 し,教 会員に働 きかけ

るようにお願いしました。会員 の必死

の働 きと祈 りによ り,次 の安息日には

80人 を越 える出席者があ り,一 同驚 き

喜び合 いました。

教会堂が建築 されるに至 るまでには

相当の努力が必要で したが,こ れ らの

経験 によって,主 のた ぐいまれな力 と
あかし

深い愛 を知 り,兄 弟姉妹の証 と信仰が

強め られ,さ らに,美 しい教会堂が与

えられた ことに,言 葉では言 い尽 くせ

ない感謝の気持ちでいっぱいです。ア
ハンインサン

ジア北地域会長会第一副会長 の韓仁相

長老の奉献 の祈 りが真実 とな り,教 会

堂が常に主のみた まを感 じる所 となる

ように,こ れか らも愛する教会員の皆

さんと,主 のみ業を頑張 って行ないた

い と思 い ます。(ま つ しげ･み つ じ

監督)
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教えを受 ける日が来 ました。そのころ

毎 日のようにビールを飲むのを楽 しみ

にしていた私 は,と て も無理だ と思い

ました。宣教師は,と にか く始めてみ

るようにとチャレンジをします。私は

まあ無理だろうと思いつつ も,最 近毎

日飲んでいることだ し少 し試 してみる

か,と いった軽 い気持 ちで始めました。

ところが次 の日か ら毎 日,宣 教師か ら

電話がかかって くるようになりました。

｢知恵の言葉,頑 張 って ください。｣そ

うなる とこちらも飲 むわけにもいきま

せん。最初 の2,3日 は飲 まないこと

が非常 に苦痛でしたが,彼 らと電話で
いや

話す ことで癒され ました。1週 間過ぎ

ると苦痛はなくなり,頭 もス ッキリし,

以 前よ り体調 も良 くなったように思え

ました。後で聞いた話ですが,こ の期

間宣教師たちは毎晩電話 をするだけで

な く,私 のために祈 り,私 の苦痛 を理

解するため断食 をして,私 を助 けて く

れていたので した。

禁酒を始めて2週 間 くらいたった時,

｢も う一生飲 むまい｣と 決心がつ きま

した。ただ,最 後にビールを1本 だけ,

と思 って飲みました。けれ ども1本 全

部 は飲めませ んで した。す ぐに酔 って

しまって,気 分が悪 くな りました。 ビ

ールが自分の体に とって良い ものでな

い と,改 めて知 りました。

1992年4月12日,私 と妻は ともに茨

城県のつ くばワー ド部でバプテスマ を

受けました。 そして2カ 月後 に転勤の

ために山口県の徳 山ワー ド部 に転入 し,

現 在 に至 ってい ます。

この教会を知 り,改 宗するために多

大 な励 ましや助けを くれた宣教師に心

から感謝 してい ます。また,つ くばワ

ー ド部 ならびに徳山 ワー ド部の教会員

の皆 さんに感謝 しています。主の教 え

に従って生活することはとても大切で

あ り,実 際にそ うす るときに家族の き
あかし

ずなが強 まることを証 します。(す ぎ

た･ゆ うぞう 長老定員会第二副会長)

｢あなたが立ち直ったときには
,

兄弟たちを力づけてや りなさい｣

ホームティーチャーのおかげで再び教会へ

広島ステーキ部徳山ワー ド部 副島喜寿

副島ご夫妻

私
の住む山口県徳山市 に建て られ

た広島ステーキ部徳山ワー ド部

の新 しい教会堂 は,昨 年 の12月13日 に,
ハンイン

アジア北地域会長会第一副会長の韓仁
サン

相長老によって献堂 されました。今,/

新 しい教会堂で集会 を持てる祝福 を感

じています。

12年 前,30歳 の時 に私 は広島市で教

会を知 り,バ プテスマを受けました。

当時 は漠然 とした単なる受身の信仰で

あったために証 もな く,種 まきのたと

え話 の中の｢石 地 にまかれ た種｣(マ

タイ13:5-6,20-21参 照)の よ う

に,根 がないためにしばらくす ると枯

れ,2年 後には教会活動か らまった く

離れてしまいました。

そのころ広島から徳山市 に移 り住み,

新 規に飲食店 を開業 しました。そのた
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め,背 負った借金 をいか に返済 し,事

業 を軌道にのせるか をすべてに優先 さ

せ,神 様 よりも仕事を愛 し,富 に仕え

る毎 日を送 っていました。仕事面で,

サ ラリーマン生活では得 られなかった

経験や知識 を商売 を通 して得た反面,

信 仰面で失 った ものの大 きさは,そ の

時 はまった く認識で きませんで した。

7年 の月日が過 ぎ,3年 前のある日,

街 で徳山ワー ド部のある姉妹 と偶然出

会い ました。それ と前後 して,監 督が

ホームティーチャー として我が家 を探

して,何 度 もわ ざわざ訪問 して くださ

いました。教会 を遠 ざかっていた時期

に転居 したために,住 所がわからな く

なっていた私を,監 督 はこつ こつ と暇

をみては捜 して くださったので した。

これをきっかけに,私 は真剣 に教会へ

戻 るための努力 を始めました。確 固 と

した信仰や証 もないままバプテスマを

受けたうえに,徳 山に移って7年 間 は

まった く教会か らも離れていたのです

か ら,ほ とん どすべてを一からや り直

さなければな りませんでした。けれ ど

もすべては自分 自身の選びにほかなら

ない と痛感 した時,｢人 は自分の まい

た ものを,刈 り取 ることにな る｣(ガ

ラテヤ6:7)と い う聖句が身に しみ

ました。私が教会を離れていた時期に

手 を差 し伸べて くれた姉妹やホームテ

ィーチ ャーの助 けに,今 も心か ら感謝

してい ます。

教会 に活発 に集 うようになってか ら

は,自 分な りにそれまでの遅れを取 り

戻 そうと頑張 りました。福音を学び,

責 任 を果たそうと努力 しました。今,

い ろいろな責任を通 して働 くときに,

自分はイエス･キ リス トとつなが って

いない と何 もできない存在であること

を痛感 してい ます。(ヨ ハ ネ15:5参

照)

徳 山ワー ド部では,教 会活動から遠

ざかってい る長老や長老見込み会員の

方が多 く,今,彼 らに対するホームテ

ィーチ ングの中で私自身の経験か ら得

た ものを生かそうと試みています。現

在私 は,教 会 から足が遠のいている方

ばか りを,宣 教師 を同僚 にして訪問す

る責任 をいただき,定 期的 に訪問を続

けてい ます。全員が教会活動から遠 ざ

かっている家族の場合には,必 要を満
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姉妹宣教師か ら福音 を学び始め,夫 は

反対 していましたが,勉 強 を続 けてバ

プテスマを受ける目標 も立てました。

その ころ私 は看護学校へ入学 し,学 校

の勉強や家事に追われて身辺が忙 しく

なり,だ んだんと教会から離れていき

ました。

2年 後,念 願の看護婦 として働 いて

いましたが,満 たされていないという

気持 ちは以前 と変わ りませんで した。

｢自分には何が足 りないのだろ うか
。

何を求めているのだろうか?｣私 は自

問自答を続 けました。何カ月も考 え続

け,や っ と気づいた答 えはこうでした。

｢私 は幸福 になろ うとして いなか った

のだ。｣

｢幸 福 って何?何 な のだろ う
。26

年 間生 きて きて,こ ん なに身 近 にあ

る簡単 な言 葉 に初 め て気 づ くな ん

て!｣

その時,も う一度教会へ行 きたい,

と心から思いました。私には子供がい

ましたが,い つ も独 りぼっちだ と思っ

ていました。頼 るべきものもあ りませ

んで した。

この福音 を学んでい くうちに,私 た

ちが神様 の子供であ り,戒 めに忠実に

生活す るならいつか一緒 に暮 らせ るこ

とを知 りました。 また,神 様 は私たち

を愛して くださってお り,苦 しみの と

きも｣悲 しみのときも,喜 びのときも

見守 って くださってい ることを知 った

時に幸福 だと思 いました。初めて福音

を学んでか らバ プテスマを受けるまで

に3年 という年月を要 しましたが,私

に とって本当の幸福 を知 るために必要

な年月だった と思います。

まだ新 しく生 まれ変わったばか りで

す。 これか らた くさんのことを学び,

成 長 していかな くてはな りません。 け

れども,確 か に天父 とイエス･キ リス

トが生 きておられ,私 たちを愛 して く

ださっていることを知っています。そ

して私もこのおふた方を心から愛して

います。 これか らは真理 を見失 うこと

のないように願 ってい ます。(お おは

ら･ま き ワー ド部扶助協会書記兼会

計係補助)

私の人生を変えた出会い

ひとりの姉妹との文通を通 して,･

福音を知 りました

東京北伝道部長野地方部諏訪支部

宮澤i美佐子

年前 の3月,私 は東京大崎にあ

5 る治療院で骨盤の調整をしても
こしがや

らうために,埼 玉県越谷市 に住 むい と

この家 に,2週 間の約束で泊 まってい

ました。い とこは快 く泊めて くれ まし

たが,ふ た りの子供の世話 に手がかか

り,特 に下の子 はまだ乳飲み子だった

ので,私 は気を遣いす ぎてなんとな.く

居場所がないような,複 雑な気持 ちが

し,最 後には悲 しくもなってい ました。

当時私は18歳 で,高 校 の卒業 を迎 え

ようとしていました。 しか し,高 校2

年 の ころか らだんだんひど くなってい

た偏頭痛や体調の悪 さなどがさらに悪

化 し,肉 体 はお ろか精神的にも弱 くな

ってしまい,進 学 の希望 も持てず,高

校の卒業式にも出席で きないような状

態でした。脳外科,内 科な どあ りとあ

らゆる病院に行ってみましたが,ど こ

も悪い ところはないと診断されて,た

だ月日だけが過 ぎていました。涙が出

て くるばか りで,｢自 分 は一体 これか
いや

らどうな るのか。 この体の苦痛は癒さ

れ るのだ ろうか。 こんなにつ らくて痛

いのにどこも悪 くないなんておか しい。

だれ も私の痛みや苦しみをわかって く

れないんだ｣と 絶望の底 に沈み,い つ

も死 にたい とばか り考 えてい ました。

しかし不思議 と死ぬことはで きません

で した。

その月の初 め,母 が書店で1冊 の本

を買って きました。 その本 には,骨 盤

のずれによって起 こるさまざまな症状

は,矯 正 をすることによって治 ると書

かれてあ り,母 は最後の手段 だと思 っ

たので した。私 は母 に連れ られてす ぐ

に東京の大崎 にある治療院に出かけて

行 きました。やは り右の骨盤が上にず

れてお り,そ のずれ によって背骨や首

の骨がゆがんで神経 を圧迫 しているた

めに,偏 頭痛や胸 の圧迫感 食欲不振,

微 熱が続 くなどの症状があったのだと

ちいさがた

言われ ました。そ こで長野県 小 県郡

にある実家 にいったん帰 り準備 をし,

い とこを頼 って上京 したのでした。

3月18日,私 は東京での最後の治療

を受けようと治療院を訪れ ました。 そ

れ以後 は,た とえ1日 がか りで も家か
す わ

ら通 える,長 野県諏訪市の治療 院に移

ろうと考えていたからです。そのため

には紹介状が必要で,治 療 の後 に面接

を受 けることになっていました。

最後の治療 もいつ もどお り,ま ず腰

を回して矯正す る機械 の上 にうつ伏せ

になっていました。そばで も同 じよう

にふ たり,中 年の女性が同 じ治療 を受

けてい ます。その時,ひ とりの女性が

気持ちよ く私たちにあいさつをして,

空 いている機械 に乗 りました。私 には

その行為が とて も印象的で した。私 は

いっ も周 りの人 に気持 ちよくあいさつ

をしたいと思ってい ましたが,恥 ずか

しが り屋で,な かなかで きなかったか

らです。｢本 当 にす ごい。私 もあの よ

うに気持 ちよくあいさつができる人に

なりたい。あの女性 と話を して,で き

るならお友達にな りたい｣と 強 く思い

ました己

幸いな ことに,骨 盤 の調整の後で先

生の問診 を受けに行 くと,先 ほ どの女

性 が座ってい ます。その女性 も問診 を

受けようとしていたのです。私 はとて

もうれ しくなって,思 わず話 しかけて
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たにもかかわ らず,私 が宣教師に会 う

時にはいつも来てそばにいて くださっ

たおかげで,安 心 して福音 を学ぶ こと

がで きました。

宣教師から詳 し く福音 を聞いてい き,

死 者のためのバプテスマのお話 を聞い

た時にそれまでいろいろ迷 っていたの

ですが,決 心 し,1989年10月15日 の安

息日にバプテスマを受 けました。私の

人生の新たなスター トで した。

あれから4年 が過 ぎました。私 は,

天 のお父様やイエス様 の助けがあって,

長野県公立小中学校教員採用試験 に合

格 し,短 大を卒業後,中 学校 の英語教

諭 として勤務 しています。

日々,･さ まざまなチ ャレンジや試練

に遭い,落 胆 するときもあ りますが,

主 を堅 く信 じて生 きてい こうと思い ま

す。私 は神様の娘であ り,こ の試 しの

生涯の後,ま た再び神様 のみともに戻

るためには今全力で神様にお会 いする

準備 をしな くてはいけないのだ と知っ
さいとういく

ています。天 のお父様が斎藤郁姉妹 と

会わせて くださったことに心か ら感謝

してい ます。彼女 は私 のことを実 の妹

のように思って くれ,私 もまた彼女 を

実の姉のように思っています。彼女 と

の出会いが私の人生 に福音の光 を与 え,

奇 跡をもたらして くれ ました。生 きる

目的 と本当の幸福 を教 えて くれたので

す。(み や ざわ･み さこ 支部 扶助協

会教育担当副会長)

短歌

福岡伝道部鹿児島地方部鹿児島支部

四元通子

な じ

馴染みなる なは号寝台車輪の音

はずむ思いで 神殿へ向かう

家族 して'共 に入れる神殿で

これまでの道 振 り返 りうなず く

愛あ りて 何 をするにも疲れな し

･霊が肉体 を 支配するとき

このわれを ささえ励ましくれた人

永遠の友として 失い難 し

ブックセンターからのお知 らせ

輸入商品の価格改定
以下の とおり配送 センターおよびブックセンターで取 り扱 う輸入商品の価格が改

定 されました。 ご注文の際 にはご注意 ください。

なお,ブ ックセンターのみの取 り扱い商品 と,一 般カ リキュラム資料な どの取 り

寄せ(輸 入)が 必要な商品については,配 送 センターあるいはブ ックセンターまで直

接お問い合わせ ください。

ビデオカセット(6巻) 額入り絵画(14種)

顯 融_一 幽幽
一 般

30912 聖書(中 型,英 語)黒 ･2,000 ¥1,100

30913 聖書(中 型,英 語)茶 ¥2,000 ･1,100

30920 末日聖典合本(英 語)黒 ･1,300 ･750

30921 末日聖典合本(英 語)茶 ¥し300 ¥750

86221 四大聖典合本(英 語)茶 ･6,500 ･5,500

86222 四大聖典合本(英語)赤 ･6,500 ･5,500

30923 モ ルモ ン経(英 語)ソ フ トカバ ー ･400 ･200

33571002 モル モ ン経(ス ペ イ ン語) ¥400 ･250

33571059 モルモン経(ポ ル トガル語) ¥400 ･250

33571320 モルモン経(韓 国語) ¥450 ･250

33572265 モル モ ン経(中 国語)ソ フ トカ バ ー ･400 ･250

30924 教義と聖約/高 価なる真珠(英 語) ･300 ･200

33567002 教義と聖約/高 価なる真珠(ス ペイン語) ･300
冒¥250

33573059 教義と聖約/高 価なる真珠(ポ ル トガル語) ･300 ¥250

33567320 教義と聖約/高 価なる真珠(韓 国語) ･300 ･250

33573265 教義と聖約/高 価なる真珠(中 国語) ･300 ¥250 .

52047 モ ル モ ン経 力セ ッ トテー プ(英 語) ¥2,600 ･2,fOO

52212 教義 と聖約/高 価なる真珠カセットテープ(英語) ･1,800 ･1,400

33610 聖書の地(英 語) ¥し400 ･1,200

aoosz 四大聖典力バー(合 成皮革)黒 判,300 ･1,100

80033 四大聖典力バー(合成皮革)茶 ¥1,300 ¥1,100

80051 四大聖典カバー(合 成皮革)エ ンジ ･1,300 ･1,100

80052 四大聖典カバー(合 成皮革)白 ¥1,300 ･1,100

80053 四大聖典カバー(合 成皮革)青 ･1,300 ･1,100

80039 四大聖典カバー(コ ンビ)灰色 ･2,000 ¥し750

80041 四大聖典カバー(コ ンビ)青 ･2,000 ･1,750

80043 四大聖典カバー(コ ンビ)黒 ･2,000 ¥し750

80045 四大聖典カバー(コ ンビ)こげ茶 ¥2,000 ¥し750

80047 四大聖典カバー(コ ンビ)紺 ･2,000 ･1,750
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